
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読
み頂き誠にありがとうございます。私たちは思いがけず病にかかるこ
とがありますが、今回のコロナ・ウイルス拡大に見られるように、
私たちの健康が常に思わぬところから、脅かされていることに気づか
されました。また、それを避けようとしても、なかなか逃れることが難
しいと痛感させられました。コロナ・ウイルスが、かくも深刻な展開に

なるとは予想も出来ず、パンデミックの恐ろしさを正しく認識することの難しさを教
えられました。幸いにして、世界的に見ても、日本の感染率は低いようです。その背
景には、「最新医療技術」と言うよりも、むしろ日本の習慣である家に帰ったら
「手洗いうがいをする」咳が出たら周りに飛散しないように「マスクをする」といった、
子供の頃から教えられてきた「当たり前の躾」があったからだと思います。それと行
動の自粛が出来たことなど、「当たり前の事を当たり前にする」アナログ的なこと
が、功を奏しました。そして緊急事態宣言が5月25日に解除となりました。いよいよ
全国的にも経済活動が開始されますが、依然として慎重に行動することが求めら
れます。ましてや、ウイルスを抗体させるワクチンや薬が市場に出回るまで時間がか
かるようで、海外では早くとも今秋から、日本では来春からと言われています。それ
までの間、私たち丹頂ガススタッフは、第二波が来るのを避けるための自分たちの
「行動指針」と「お客さま」そして「地域住民」の方々へどのような「お役立ち」が
出来るかを話し合っていきます。

～ 第 59 号 ～




